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今
、
全
国
に
「
格
差
と
貧
困
を
な
く
せ
」
の
運
動
と
世

論
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
職
場
・
学
校
に
も
大

き
な
不
安
・
貧
困
が
存
在
し
ま
す
。
「
学
費
の
心
配
を
し

な
い
で
学
び
た
い
」
と
願
う
生
徒
た
ち
、
「
将
来
の
心
配

を
し
な
い
で
働
き
た
い
」
と
願
う
臨
時
教
職
員
、
そ
し
て
、

多
忙
化
と
ス
ト
レ
ス
で
精
神
疾
患
が
激
増
し
て
い
る
正
規

教
職
員
。

08
賃
金
確
定
闘
争
に
あ
た
っ
て
、
高
教
組
は
、
学
校
か

ら
、
こ
れ
ら
３
つ
の
不
安
・
貧
困
を
な
く
す
た
め
に
全
力

を
尽
く
し
ま
す
。

高教組青年部も参加した全国青年大集会２００８（同実行委員会主催）に4800人

ひ
ど
い
！
「
警
報
で
授
業
が
な
い
の
で
、

今
日
の
報
酬
は
で
ま
せ
ん
」

非
常
勤
講
師
も
月
給
制
に
！

ひ
ど
い
！
正
規
に
採
用
す
べ
き
定
数
内

の
常
勤
講
師
が
、
な
ん
と
１
１
０
０
人

今
の
非
正
規
労
働
者
問
題

の
根
源
は
、
99
年
の
派
遣
労

働
の
原
則
自
由
化
で
す
。
そ

の
と
き
は
、
共
産
党
以
外
の

す
べ
て
の
政
党
が
賛
成
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
労
働
組
合
等
の

運
動
が
広
が
る
中
で
、
今
や

す
べ
て
の
政
党
が
労
働
者
派

遣
法
の
改
正
を
主
張
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
、
青
年
が
立
ち
上
が
っ

て
、
青
年
の
半
数
が
非
正
規

労
働
者
と
い
う
状
況
を
大
き

く
動
か
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

(

写
真
上
）

格
差
と
貧
困
の
広
が
り
の

中
で
、
就
学
に
困
難
を
抱
え

る
生
徒
が
激
増
し
て
い
ま
す
。

奨
学
金
の
充
実
な
ど
と
共
に
、

家
庭
の
貧
困
の
実
態
を
直
視

し
て
、
修
学
旅
行
や
副
読
本
、

模
擬
試
験
な
ど
負
担
を
見
直

す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

反
貧
困
ネ
ッ
ト
の
湯
浅
誠

さ
ん
は
、
「
労
働
者
の
権
利

を
守
る
労
働
法
の
知
識
や
労

働
組
合
の
作
り
方
、
生
活
保

護
の
申
請
方
法
な
ど
、
貧
困

に
立
ち
向
か
う
た
め
の
知
識

を
学
校
で
教
え
て
欲
し
い
」

と
、
教
師
へ
の
期
待
を
語
っ

て
い
ま
す
。

兵
庫
県
の
県
立
学
校
に

は
、
本
来
正
規
に
採
用
す

べ
き
定
数
内
の
常
勤
講
師

が
、
な
ん
と
１
１
０
０
人

も
常
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
人
事
委
員
会
が
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
、

臨
時
教
職
員
の
苦
し
み
の

根
源
が
あ
り
ま
す
。

地
方
公
務
員
法
で
は
、

１
年
以
上
継
続
す
る
職
に

は
正
規
職
員
を
充
て
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

公
務
の
職
場
で
ま
か
り

通
る
違
法
・
脱
法
状
態
の

解
消
に
向
け
て
、
大
き
く

舵
を
切
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

人
事
委
員
会
は
、
「
民

間
の
所
定
内
労
働
時
間
は

１
日
あ
た
り
７
時
間
43
分
。

県
職
員
の
勤
務
時
間
も
民

間
に
合
わ
せ
て
見
直
し
を
」

と
報
告
し
ま
し
た
。

休
憩
時
間
延
長
で
始
業･

終
業
時
刻
を
変
え
ず
、
な

ど
と
い
う
ご
ま
か
し
を
許

さ
ず
、
勤
務
時
間
の
短
縮

を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

猫
の
目
の
よ
う
に
変
わ

る
上
か
ら
の
「
改
革
」
押

し
つ
け
や
、
競
争
の
教
育

の
た
め
に
、
多
忙
化
が
進

み
、
生
徒
と
向
き
合
う
時

間
が
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。

超
過
勤
務
で
身
体
や
精

神
を
壊
す
教
職
員
の
実
態

も
貧
困
の
一
つ
。
多
忙
化

解
消
は
、
教
職
員
を
守
る

と
共
に
、
教
育
を
よ
く
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
安
心
し
て
働
き
続
け
た
い
！
」

教
員
採
用
数
の
大
幅
増
と
、
希
望
す

る
臨
時
教
職
員
の
雇
用
継
続
を

担
任
を
す
る
な
ど
、
正

規
教
員
と
同
等
の
仕
事
を

こ
な
し
て
い
る
常
勤
講
師
。

そ
れ
な
の
に
、
毎
年
４
月

に
は
、
雇
い
止
め
や
遠
方

に
飛
ば
さ
れ
る
不
安
が
つ

き
ま
と
い
ま
す
。

人
間
が
大
切
に
さ
れ
る

べ
き
教
育
の
現
場
で
、
懸

命
に
頑
張
っ
て
い
る
臨
時

教
職
員
の
「
駒
」
扱
い
は
、

絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

当
面
、
採
用
数
の
大
幅

増
と
、
希
望
す
る
臨
時
教

職
員
の
任
用
継
続
に
つ
い

て
、
県
教
委
に
責
任
を
持

た
せ
ま
し
ょ
う
。

生
徒
の
貧
困
を
直
視
し
て
、

教
師
と
し
て
の
役
割
を
果
た
そ
う
！

「
同
じ
学
校
に
せ
め
て
３
年
間
」

職
員
も
学
校
も
同
じ
想
い
で
す

せ
っ
か
く
任
用
が
継
続

さ
れ
て
も
、
２
年
た
っ
た

ら
有
無
を
い
わ
さ
ず
別
の

学
校
へ
。
技
能
労
務
職
の

場
合
は
１
年
ご
と
に
学
校

を
転
々
。

「
仕
事
の
継
続
が
で
き

な
い
」
「
担
任
団
が
解
体
」

な
ど
、
学
校
に
与
え
る
損

失
も
重
大
で
す
。
同
一
校

任
用
年
数
の
制
限
緩
和
は

当
た
り
前
の
要
求
で
す
。

兵
庫
の
県
立
学
校
に
は
、

約
１
５
０
０
人
の
時
間
講

師
が
１
万
時
間
を
超
え
る

授
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

週
20
時
間
の
授
業
を
持
っ

て
フ
ル
に
働
い
て
も
、
年

収
は
２
０
０
万
円
に
届
き

ま
せ
ん
。
そ
の
上
、
８
月

は
無
収
入
。
学
校
行
事
や

警
報
な
ど
で
授
業
が
な
く

な
る
と
た
ち
ま
ち
収
入
が

な
く
な
り
ま
す
。
次
年
度

の
任
用
の
保
障
も
全
く
あ

り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
授
業
し
か
勤

務
と
み
な
さ
れ
な
い
た
め
、

社
会
保
険
や
雇
用
保
険
か

ら
も
排
除
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
安
心
し
て

生
活
で
き
ま
せ
ん
。

時
間
講
師
の
「
報
酬
」

を
月
給
制
に
す
る
こ
と
は

喫
緊
の
課
題
で
す
。

大
阪
や
京
都
は
月
給
制

で
、
一
定
の
持
ち
時
間
の

講
師
は
、
社
会
保
険
や
厚

生
年
金
、
雇
用
保
険
に
入

れ
ま
す
。

ま
た
、
何
年
働
い
て
も

給
料
が
全
く
上
が
ら
な
い

介
助
員
さ
ん
等
の
待
遇
改

善
も
大
事
な
課
題
で
す
。

全
教
職
員
の
力
で
、
是

非
改
善
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

人
事
委
員
会
も
認
め
た
！

労
働
時
間
は
１
日
７
時
間
45
分

超
勤
の
縮
減
を

08確定特集号
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以上のような要求を実現するために、高教組は「２つの署名」に取り組み

ます。臨時教職員を含めて、すべての教職員のご協力をお願いします。

08賃金確定８大要求署名
１．生活改善につながる賃金改善を

行うこと。義務教育等教員特別手

当を削減しないこと

２．臨時教職員の賃金・待遇を抜本

的に改善すること。

３．人事委員会の報告を踏まえて、

勤務時間を短縮すること。

４．県行革による基本給、諸手当の

削減を中止すること。

５．超過勤務削減とメンタルヘルス

の増進を緊急の課題と位置づけ、

実効ある措置をとること。

６．職場に分断を持ち込み、職員の

士気を低下させ、教育を破壊する

「教職員人事評価・育成システム」

の本格実施・成績主義賃金の導入

を行わないこと。

７．燃料の高騰を考慮し、通勤手当

や寒冷地手当を改善すること。

８．介助員や時間講師など、非常勤

嘱託員の「報酬」を行革の対象に

せず、大幅に改善すること。

臨時教職員署名

１．正規教職員採用者を増やし、本
来正規教職員で充てるべき定数内
の職を臨時的任用者で充てること
をやめること。

２．臨時教職員の賃金・待遇を抜本
的に改善し、正規職員との均衡を
期すこと。

３．時間講師の給与を月給制にし、
一定の時数以上を担当する時間講
師には社会保険や雇用保険が適用
されるようにすること。

４．同一校勤務の年数制限を緩和す
るとともに、希望する臨時教職員
については、次年度の任用につい
て丁寧に対応すること。

５．すべての臨時教職員が学校にお
ける健康診断を受診できるように
し、次年度採用時の健康診断に利
用できるようにすること。利用で
きない場合には、費用を負担する
こと。

７．教員採用試験の採点基準等の公
開と結果の本人への開示をすすめ、
一層透明化を図ること。

８．長期休業中のすべての期間にお
いて、すべての臨時教職員の任用
を継続すること。

教
員
に
は
、
人
材
確
保
法

に
よ
る
優
遇
措
置
と
し
て
、

３
・
８
％
程
度
の
「
義
務
教

育
等
教
員
特
別
手
当
」
が
支

給
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
部
科

学
省
は
来
年
１
月
か
ら
一
方

的
に
予
算
を
削
減
し
、
３
％

程
度
に
引
き
下

げ
る
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の

ま
ま
実
施
さ
れ
る
と
、
２
級

の
教
諭
で
、
月
額
１
４
０
０

円
（
初
任
給
）
～
３
９
０
０

円
（
最
高
号
給
）
程
度
の
賃

下
げ
に
な
り
ま
す
。
文
科
省

は
、
そ
れ
を
財
源
に
し
て
、

「
メ
リ
ハ
リ
あ
る
賃
金
体
系
」

と
称
し
て
、
主
幹
教
諭
等
の

処
遇
改
善
等
を
行
う
考
え
で

す
。義

務
教
育
特
別
手
当
の
財

源
は
、
国
が
１
／
３
負
担
す

る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
ま
し
て

賃
金
の
独
自
カ
ッ
ト
を
し
て

い
る
兵
庫
県
で
は
、
さ
ら
な

る
賃
下
げ
な
ど
絶
対
に
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。

民
間
よ
り
２
万
円
以
上
低
い
公
務
員
賃
金

切
り
捨
て
ら
れ
る
学
校
教
育
、

学
校
配
当
予
算
は
８
％
削
減

各
県
立
学
校
に
配
当
さ

れ
る
教
育
予
算
の
う
ち
、

維
持
管
理
費
と
教
育
振
興

費
は
07
年
度
は
48
億
１
６

０
０
万
円
、
08
年
度
は
44

億
２
７
０
０
万
円
と
４
億

１
１
０
０
万
円
も
削
減
さ

れ
て
い
ま
す
（
い
ず
れ
も

当
初
予
算
）
。
こ
れ
だ
け

で
も
、
単
純
平
均
で
１
校

あ
た
り
約
２
３
０
万
円
の

減
。
文
化
行
事
も
部
活
引

率
旅
費
も
、
必
要
な
教
材

も
「
予
算
が
な
い
」
の
ひ

と
こ
と
で
切
り
捨
て
ら
れ

る
学
校
で
よ
い
は
ず
が
あ

り
ま
せ
ん
。

県
民
・
国
民
的
な
運
動
と
合
流
し
よ
う
！

義
務
教
育
等
特
別
手
当
削
減
は
許
さ
な
い

教
職
員
を
分
断
し
、
教
育
を
破
壊
す
る

「
メ
リ
ハ
リ
」
や
成
績
主
義
賃
金
反
対
！

民
間
で
は
、
成
果
主
義

賃
金
の
破
綻
が
明
ら
か
に

な
り
、
見
直
し
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

制
度
が
教
育
の
現
場
に
馴

染
む
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

高
教
組
は
、
成
績
主
義

賃
金
と
結
び
つ
く
お
そ
れ

の
あ
る
「
教
員
評
価
育
成

シ
ス
テ
ム
」
の
本
格
実
施

を
許
さ
ず
、
廃
止
を
要
求

し
て
奮
闘
し
ま
す
。

今
、
後
期
高
齢
者
医
療

を
守
れ
、
不
安
定
雇
用
を

な
く
せ
、
病
院
統
廃
合
反

対
な
ど
、
要
求
を
出
発
点

に
し
て
、
大
企
業
中
心
の

国
政
・
県
政
の
あ
り
方
を

変
え
よ
う
と
い
う
運
動
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
流
れ
に
合
流

し
て
、
教
職
員
の
賃
金
改

善
と
県
民
・
国
民
生
活
を

守
る
課
題
を
結
合
し
て
確

定
闘
争
を
た
た
か
う
こ
と

が
勝
利
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

ま
た
、
総
選
挙
は
政
治

の
あ
り
方
を
変
え
る
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
！
「
投
票
一

揆
」
を
呼
び
か
け
ま
す
。

人
事
委
員
会
の
調
査
に
よ

る
と
、
行
革
に
よ
る
賃
金
カ
ッ

ト
の
影
響
で
、
兵
庫
県
の
公

務
員
賃
金
は
、
民
間
よ
り
５
・

25
％
、
２
万
円
以
上
下
回
っ

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
人
事
委
員
会

は
「
行
革
に
よ
る
給
与
削
減

を
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
」

民
間
と
比
較
を
行
い
、
賃
上

げ
の
必
要
は
な
い
と
い
う
不

当
な
勧
告
を
出
し
ま
し
た
。

や
む
を
得
な
い
の
で
し
ょ

う
か
？

無
駄
遣
い
を
続
け
る
兵
庫
県

左
の
地
図
を
み
て
く
だ
さ

い
。
兵
庫
県
が
買
い
入
れ
た

使
う
あ
て
の
な
い
塩
漬
け
土

地
が
１
８
０
０
億
円
分
。
不

要
不
急
の
公
共
事
業
計
画
も

目
白
押
し
で
す
。
こ
ん
な
無

駄
を
放
置
し
て
、
「
財
政
赤

字
だ
か
ら
、
福
祉
も
医
療
も

教
育
も
予
算
を
削
減
、
県
職

員
の
賃
金
カ
ッ
ト
、
人
員
３

割
カ
ッ
ト
」
の
「
新
行
革
プ

ラ
ン
」
の
お
し
つ
け
と
は
、

政
治
の
方
向
が
間
違
っ
て
い

ま
す
！


